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モンテカ jレロ法によって求めている口平均 2MeV の高速中性子をゲソレマニウムに照射した場合を仮
定し，はじきだしの闘エネノレギーを 25eV，中性子照射により最初にはじきだされた原子のエネノレギ
ーを 104 eV として計算した結果，生じた格子欠陥は 50 から 100 原子間距離を直径とする球の中に分
布し，格子間原子空格子点対の総数は 224 であり，交換衝突を考慮すると 138 になることを示してい
る。
これらの値は Snyder および Neufeld の計算結果とよく一致している D


























および T線を照射した場合に生ずる格子欠陥の生成機構，分布等を解明し，また不純物として 63Ni の
放射性を利用して，その内部挙動を明らかにすることに成功している口
以上の結果は半導体工学ならびに放射線工学の分野に貢献するところが大であり，本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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